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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

令和５年度決算報告

収入の部� （単位：円）
勘定科目 予算額

会費収入 4,163,400
寄付収入 2,606,000
経常経費補助金収入 36,542,418
受託金収入 134,440,618
貸付事業収入 868,900
事業収入 2,694,154
負担金収入 28,427,750
介護保険事業収入 40,279,844
障害福祉サービス等事業収入 7,528,240
受取利息配当収入 1,702
その他収入 1,195,690
積立資産取崩収入 1,170,000
収入合計 259,918,716

支出の部� （単位：円）
勘定科目 予算額

人件費支出 179,917,781
事業費支出 30,420,502
事務費支出 36,316,211
貸付事業支出 1,000,000
共同募金配分金事業費 2,949,218
助成金支出 3,134,580
支払利息支出 8,544
積立資産支出 850,090
その他の活動による支出 4,962,480
支出合計 259,559,406

貸借対照表（令和６年３月31日現在）
（単位：円）

資産の部 負債の部
勘定科目 当年度末 勘定科目 当年度末

流動資産 43,000,783 流動負債 40,916,597
現金預金 21,820,746 短期運営資金借入金 10,000,000
未収金 21,180,037 事業未払金 20,162,806

固定資産 122,622,559 預り金 25,800
基本財産 3,100,000 職員預り金 2,831,558

その他固定資産 119,522,559 賞与引当金 7,893,733
固定負債 65,556,640
負債の部合計 106,473,237

純資産の部
基本金 3,100,000

その他の積立金 58,195,594
次期繰越活動増減差額 −2,145,489
純資産の部合計 59,150,105

資産の部合計 165,623,342 負債及び純資産の部合計 165,623,342

会費収入

寄付収入

経常経費補助金

収入

受託金収入
貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス

等事業収入

受取利息配当収入
その他収入 積立資産取崩収入

人件費支出

事業費支出

事務費支出

貸付事業支出

共同募金

配分金事

業費

助成金支出

支払利息支出 積立資産支出 その他の

活動によ

る支出

【資金収支差額合計：359,310円】

資金収支計算書
（自）令和５年４月１日（至）令和６年３月31日



自分のため、子ども達のために今できること

老 後 へ の 備 え
～自分らしい終活を考える～

入 場
無 料

日 程

時 間

会 場

講 師

2024年 ８月３日 （土）

13:00～15:00

宮之城ひまわり館 いきいき学習室

粂 智仁（行政書士）

セミナー内容
・任意後見制度について・遺産相続と遺言書の基礎知識

・終活のポイント ・質疑応答

ご予約・お問合せ：社会福祉法人 さつま町社会福祉協議会

0996-52-1123TEL

権 利 擁 護 セ ミ ナ

くめ ともひと

主催 さつま町社会福祉協議会（さつま町権利擁護センター）・さつま町地域包括支援センター

後援 さつま町

ー

1991年
國學院大學法学部法律学科を首
席にて卒業。

1999年
行政書士粂智仁事務所開業。

行政書士として遺言・相続、成
年後見等の民事関連を手がけ、
これまでの講演回数は240回を
超え、全国34都道府県を訪問
している。

令和６年７月発行（3）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

日
本
赤
十
字
社
会
費
へ
の

　
　
　
ご
協
力
の
お
礼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
・
協
力
園
連
絡
会

福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会

福祉体験学習

ボランティア活動

　
日
本
赤
十
字
会
費
へ
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
毎
年
、
５
月
を
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
と
し
て
、

会
費
募
集
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
赤
十
字
会
費
は
、
災
害
時
の
救
援
物

資
支
援
活
動
・
献
血
事
業
・
海
外
協
力
事
業
等
、
幅
広
い

事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
５
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
・
協
力

園
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
学
校
や
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
関
係
者
の
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
児
童
・
生
徒
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
や
福
祉
体
験
学
習
に
つ
い
て
の
説
明
等
を
行
い
ま
し

た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
の
み
な

さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
く
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
教
育
関
係
の
方
々
と

も
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
20
日
、
福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
施
設
・
障
害
者
施
設
・
児
童
施

設
・
療
育
施
設
な
ど
の
社
会
福
祉
法
人
（
５
カ
所
）
が

ブ
ー
ス
を
開
き
、
計
14
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
今
後
も
福
祉
職
場
へ
の
興
味
が
あ
る
方
や
就
職
希

望
者
に
向
け
て
開
催
を
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

総額　3,012,200円
多くのご支援をありがとうございました

（令和６年５月末現在）
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
に
お
け
る

　
珠
洲
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
の
報
告

　
令
和
６
年
５
月
26
日
～
６
月
１
日
に
か
け
て
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
あ
る
珠
洲
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
か
ら
約
半
年
経
ち
ま
す
が
、
被
災
地
に
て
多
く
の
倒
壊
し
た
家
屋
や
道
路
が
破

壊
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
未
だ
断
水
も
続
い
て
る
所
も
あ
り
住
民
の

方
々
は
、
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
住
民
の
方
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
を
受
け
る
「
ニ
ー
ズ
班
」
と
い
う
役
割

に
従
事
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
が
れ
き
撤

去
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
貴
重
品
の
取
り
出
し
、
屋
根
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
張
り
な
ど
が
多
く
挙

が
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
派
遣
当
時
で
約
３
千
７
百
件
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
と
な
っ
て
お

り
、
支
援
が
必
要
な
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
被
災
者
支
援
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
運
営
支
援
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
、
①
個
人
と
し
て
災
害
に
対
す
る
備
え
と
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
に
命
を
守
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
考
え
る
な
ど
災
害
へ
意
識
を

高
め
る
こ
と
。
②
行
政
・
社
協
・
企
業
・
地
域
な
ど
組
織
と
し
て
、
地
震
・
水
害
・
津
波
な

ど
災
害
ご
と
に
被
災
状
況
や
支
援
ニ
ー
ズ
が
異
な
る
こ
と
を
想
定
・
予
測
し
て
、
災
害
訓
練

や
連
携
な
ど
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会　
　

地
域
福
祉
係
兼
総
務
係　
小
永
田 

朋
浩

珠洲市
（すずし）

石川県



※参加希望の方は、事前にさつま町地域包括支援センター／☎（０９９６）５２－４６９０まで
ご連絡ください。
※開催の日時や内容等変更になる場合がございます。

令和６年７月発行 （6）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
の
貸
出

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
等
で
活
用
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
の
貸
し

出
し
（
無
料
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

男性介護者のつどい 介護者の語らう会

【さつま町地域包括支援センターからのお知らせ】

「在宅で介護されている男性の方。日頃悩んで
いることや考えていることを話したり、聞いた
り、ちょっと気分転換してみませんか？」

★認知症地域推進員や介護経験者が、認知症の
こと、その他介護に関すること等相談対応し
ます！
★ゆっくりお茶を飲みながら、普段話しにくい
こと等、思う存分語り合いましょう。
★他の介護者の方と交流しましょう。

〈令和６年度スケジュール〉
【期　日】
　９月３０日（月）・１１月１８日（月）
　１月２０日（月）・　３月１７日（月）

【時　間】
　13時30分から15時00分

【場　所】
　さつま町地域包括支援センター

「介護者のみなさん！気分転換してみませんか？」
介護者の方のリフレッシュの場として「語らう
会」を開催しています。

★先輩（介護経験者）の体験談を聞きたい。

★介護や日常をはなれておしゃべりをしたい。

★悩みを聞いてほしい。

★専門家の話を聞きたい。　等

〈令和６年度スケジュール〉
【期　日】
　　８月２３日（金）・１０月２５日（金）
　　１２月６日（金）・　２月２８日（金）

【時　間】
　13時30分から15時00分

【場　所】
　宮之城ひまわり館



令和６年７月発行（7）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
６
年
３
月
１
日
〜

　
　
令
和
６
年
５
月
31
日
受
付
分
）

竹
山　
浩
治	

（
虎
居
町
）	

故　
竹
山　
フ
ク

時
𠮷
ナ
ミ
子	

（
久
富
木
）	

故　
時
𠮷　
健
一

𫝆

府
博
人	

（
平
川
）	

故　
𫝆

府
重
行

小
緑
ク
ル
ミ	

（
平
川
）	

故　
登
尾　
敏
子

高
嶺
紀
美
子	

（
湯
田
）	

故　
植
囿
ス
ミ
子

吉
留　
美
登	

（
柏
原
）	

故　
吉
留　
和
則

小
森　
和
久	

（
求
名
）	

故　
小
森　
貴
史

松
下
ミ
チ
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
室
屋
オ
サ
カ

福
岡
美
代
子	

（
西
新
町
）	

故　
山
西
マ
サ
子

指
宿
む
つ
子	

（
薩
摩
川
内
市
）	

故　
園
田　
チ
リ

田
邊　
徳
治	

（
永
野
）	

故　
田
邊
ナ
リ
子

酒
匂　
則
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
酒
匂　
義
幸

奥
薗
ミ
ド
リ	

（
柏
原
）	

故　
奥
薗　
一
二

中
囿　
正
樹	

（
時
吉
）	

故　
中
囿
キ
ミ
ヱ

母
ヶ
野
ミ
ツ
子	

（
平
川
）	

故　
母
ヶ
野
貞
一

祝
迫　
清
隆	

（
茨
城
県
）	

故　
祝
迫
智
惠
子

福
﨑
か
お
り	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
福
﨑　
浩
子

上
之
原
知
利
子	

（
柏
原
）	

故　
上
之
原
兼
雄

德
留　
清
雄	

（
二
渡
）	

故　
德
留　
紀
子

堂
囿
み
ゆ
き	

（
虎
居
）	

故　
堂
囿　
道
德

有
川
三
枝
子	

（
船
木
）	

故　
有
川　
常
春

庵
地　
好
文	

（
東
京
都
）	

故　
庵
地　
好
満

小
川　
務	

（
湯
田
）	

故　
小
川　
和
子

引
地　
修	

（
広
瀬
）	

故　
引
地　
倫
子

池
之
野
義
輝	

（
広
瀬
）	

故　
池
之
野
秀
雄

石
野
み
さ
よ
（
永
野
）	

故　
山
口　
ア
ヤ

山
口
ス
ズ
子	

（
永
野
）	

故　
山
口　
葊
文

立
和
名
悦
司	

（
轟
町
）	

故　
立
和
名
和
子

上
平
川
清
美	

（
平
川
）	

故　
上
平
川
秀
男

上
原　
堅
一	

（
千
葉
県
）	

故　
上
原
ス
ミ
ヱ

水
流　
恵
子	

（
二
渡
）	

故　
水
流　
康
久

八
田　
栄
作	

（
旭
町
）	

故　
八
田　
健
一

上
川
畑
礼
子	

（
柏
原
）	

故　
上
川
畑
フ
ヂ

前
田　
正
一	

（
湯
田
）	

故　
前
田
イ
チ
子

林
田　
郷
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
知
識　
玲
子

永
德　
裕
之	

（
薩
摩
川
内
市
）	

故　
永
德
ハ
ツ
エ

西
田　
稔	

（
紫
尾
）	

故　
西
田　
ノ
シ

小
西　
一
美	

（
時
吉
）	

故　
小
西　
定
幸

上
野
千
栄
子	
（
求
名
）	

故　
蕨
野　
チ
ミ

市
耒　
良
弘	
（
時
吉
）	

故　
市
耒　
和
子

後
谷　
サ
ミ	
（
求
名
）	

故　
後
谷　
昭
作

久
保
ノ
リ
子	

（
広
瀬
）	

故　
久
保　
克
己

米
良　
秋
宣	

（
広
瀬
）	
故　
米
良
千
代
子

市
来　
元
德	

（
薩
摩
川
内
市
）	
故　
市
耒
ム
ツ
エ

末
吉　
勇
一	

（
山
崎
）	

故　
末
吉
オ
ナ
イ

小
川　
治
代	

（
鹿
児
島
市
）	

故　
平
島
ソ
ノ
エ

上
牧
瀬　
貢	

（
湯
田
）	

故　
上
牧
瀬
政
江

谷
山　
秀
雄	

（
求
名
）	

故　
谷
山　
綾
子

大
迫　

子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
大
迫　

敏

栗
山　
利
子	

（
虎
居
）	

故　
栗
山
み
ち
子

𫝆
西
メ
イ
子	

（
虎
居
）	

故　
𫝆
西　
清
一

一
丁
田
五
美	

（
中
津
川
）	

故　
一
丁
田
昭
信

市
場
千
代
子	

（
柏
原
）	

故　
市
場　
フ
ミ

栗
牧　
文
子	

（
神
子
）	

故　
栗
牧　
美
和

増
田　
浩
二	

（
中
津
川
）	

故　
増
田
ス
ギ
子

山
口　
召
子	

（
求
名
）	

故　
山
口　
純
一

日
當
瀨
功
治
朗	

（
広
島
県
）	

故　
日
當
瀬　
隆

宮
脇
タ
ツ
子	

（
船
木
）	

故　
宮
脇　
尚
武

諏
訪　
良
次	

（
白
男
川
）	

故　
久
德　
富
江

小
西　
徹
郎	

（
鹿
児
島
市
）	

故　
小
西
ク
ミ
子

三
谷　
茂
就	

（
二
渡
）	

故　
三
谷
タ
ミ
ヱ

𠮷
井　
政
美	

（
虎
居
）	

故　
𠮷
井　
典

下
簗　
千
尋	

（
永
野
）	

故　
下
簗
ハ
ナ
子

岡
村　
敦
子	

（
鹿
児
島
市
）	

故　
谷
口
ミ
ヨ
子

前
野　
笑
子	

（
旭
町
）	

故　
前
野　
信
一

酒
匂　
礼
子	

（
平
川
）	

故　
有
川　
ミ
ヨ

山
崎　
政
俊	

（
轟
町
）	

故　
山
崎
美
枝
子

池
山　
純
郎	

（
虎
居
）	

故　
池
山　
武
義

松
下
タ
マ
ヱ	

（
西
新
町
）	

故　
松
下　

匿
名
希
望　
7　
件　

　
寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

　
個
人　
坂
元　
玲
子

　
団
体　
ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス

　
個
人　
深
水　
雅
二

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
以
下

の
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

〇
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

〇
中
東
人
道
危
機
救
援
金

〇
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金

〇
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
道
危
機
救
護
金

〇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

〇
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
人
道
危
機
救
援
金

※
最
新
の
受
付
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
つ
ま

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
篤
志
寄
付�

３
件

　
災
害
義
援
金
受
付
（
Ｒ
６
年
６
月
現
在
）

皆
様
の
善
意
に

　
　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

寄
付
者
名
（
住
所
）
故
人
《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

　
香
典
返
し
寄
付�
76
件

69
万
円

【車いすの貸出について】
　さつま町社会福祉協議会では、高齢者や障がいがある方
が、一時的に外出及び外泊される際に車いすが必要な場合、
おおむね１ヵ月間を目安に無料で貸し出しを行っております。
　お気軽にご相談ください。

　　さつま町社会福祉協議会
　　☎（0996）52-1123

【車いす寄贈】坂元 玲子様
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

【心配ごと相談】

　　　※予約は必要ありません。

相談員：さつまくらし・しごと
　　　　サポートセンター職員

場　所：宮之城ひまわり館　相談室

日　時：毎週木曜日
　　　　午前１０時００分～１２時００分

【無料法律相談】
　　※事前に予約が必要です。
　　　☎：（０９９６）５２−１１２３

相談員：弁護士
場　所：宮之城ひまわり館　相談室
日　時：毎月　第３木曜日（原則）
　午後１時３０分　～　午後４時３０分
※１件が30分程度のご相談になります。

さつま町社協HP
・事務局（宮之城ひわまり館）	 ☎（0996）52-1123　FAX（0996）52-1148
・福祉給食センター	 ☎（0996）52-1191
・訪問介護事業所、障害者訪問介護事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・訪問入浴介護事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障害者相談支援センター	 ☎（0996）52-1123
・権利擁護センター	 ☎（0996）52-1865
・さつまくらし・しごとサポートセンター	 ☎（0996）52-2443
・地域包括支援センター	 ☎（0996）52-4690　FAX（0996）52-4691
・老人福祉センターいぬまき荘	 ☎（0996）55-9055

社会福祉
法　　人

さつま町社会福祉協議会
さつま町ボランティアセンター

福祉体験学習のようす

支え合いマップづくりのようす
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
等

の
見
守
り
を
効
果
的
に
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
地
域
の
方
々
と
地
域
ご
と

（
地
区
や
公
民
会
）
に
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
説
明
に

お
伺
い
し
ま
す
。

★盈進小学校４年生の皆さん★

車いす体験認知症について

船木区 新田公民会


